
合格品数＝生産数−不良品数 −検査数

不良品数＝（不良品発生）＋（不良品の混入）＋（不良品の検出・除去）
 コンタミ

最適な製造条件設定
工程能力指数考慮

管理図→ 製造条件調整

工程検査

・画像検査（全品検査）
・抜取検査→ 結果

作業フロー
→ 物、人の動線

合格品、不合格品分別

検体数設定

生産管理



菌数＝（菌発生）＋（菌の持ち込み）＋（菌の除去）
消毒・清浄エアー・ﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞ 消毒・滅菌

菌発生＝（温度）×（湿度）×（栄養）

微生物管理

バイオバーデン＝(菌数)×(耐熱性・耐放射線・耐薬品性)
Baioburden（生物負荷）

https://www.youtube.com/watch?v=-n3DtdA_CPM

𝐹𝑇
𝑍 = 𝐷𝑇 𝑙𝑜𝑔𝐴 − 𝑙𝑜𝑔𝐵

加熱致死時間＝（温度TでのD値）×（𝑙𝑜𝑔（初期負荷菌数）－ 𝑙𝑜𝑔（無菌性保証レベル） ）

𝐹𝑇
𝑍 𝐷𝑇 𝐴  B = SAL １０－６

Ｆ０とはＦ121.1
１０のこと



RPN値= 影響度×発生頻度× 検出度

ハザード
リスク＝

安全対策

・設備設計
・プロセス設計

↓
バリデーションで確認

・検査機、検査
・作業手順

Risk Priority Number(危険度優先順位数)の略。 摘出した故障モードについて対策を行う場合の相対的優先順位を判断するための数値で【故障発生
確率】、【厳しさ】、【検知度】の各評価点の積で示される。

Risk Priority Number
品質管理



ＧＲＲ
（ Gage Repeatability and Reproducibility）

繰返し性   と    再現性

測定装置

品質管理



品質工学
機能性設定が大事

入力 Ｍ

指示
意図

システム

製品
技術
工程

出力 ｙ

結果

品質特性

金型寸法、指示寸法 機械加工（成形、切削etc） 加工寸法 反り、バリ

電力 モーター トルク、回転数 振動、騒音

踏む力 ブレーキ 制動距離  磨耗

エネルギー 電気メッキ 析出量 膜厚ﾊﾞﾗﾂｷ

荷重 構造材 変位  強度

出力特性として測ってはいけない！！

出力－入力＝０ ←理想
出力－入力＝損失



品質工学

SN比ηの式

１
（Ｓβ－Ｖｅ） ←β２の推定値

ｎｒ
η＝１０ｌｏｇ ｄｂ

Ｖｅ ←σ２の推定値

品質工学では、以下のような式を使います。

極論： 理想のSN比が高くなるような式とします

𝜂 =
𝑆𝑖𝑔𝑛𝑎𝑙

𝑁𝑜𝑖𝑠𝑒
=

𝛽2

𝜎2

信号

ノイズ



https://evolvingbook.com/2025/01/23/qe-49/

品質工学

反応物

主生成物

副生成物

濃
度

時間

主反応

副反応
自
然
対
数
値

時間

主反応

副反応

求める機能を主反応に

品質不良を副反応に適用可能か？
１

（ＳM×β－Ｖｅ）
ｎｒ

η＝１０ｌｏｇ
Ｖｅ

機能窓のSN比（通常はSβ）

機能窓
機能窓

機能窓をできるだけ広げる動的機能窓

https://evolvingbook.com/2025/01/23/qe-49/
https://evolvingbook.com/2025/01/23/qe-49/
https://evolvingbook.com/2025/01/23/qe-49/
https://evolvingbook.com/2025/01/23/qe-49/
https://evolvingbook.com/2025/01/23/qe-49/


https://evolvingbook.com/2023/05/09/mathematics-10/

https://evolvingbook.com/2023/05/09/mathematics-10/
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https://evolvingbook.com/2023/05/09/mathematics-10/
https://evolvingbook.com/2023/05/09/mathematics-10/
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あなたの人生（運気＝U）を予測する式は？

象（因子）人生に影響を及ぼす現=
dt

dU

プラス因子は足し算、マイナス因子は引き算

)3(sin2 −++−= ttUaUk
dt

dU


運気を後押し

足を引っ張られる

景気変動

U(運気）

ｔ（時間）

-1.5

-1

-0.5

0

0.5

1

1.5

0 200 400 600 800

U(運気）

ｔ（時間）
ｔ＝3で発散

宝くじの関数
デルタ（δ）関数

宝くじ

大当たり

sinｔは、ゆらゆら揺れるあなたの恋心

https://evolvingbook.com/2018/03/13/mathematicsbook/

https://evolvingbook.com/2018/03/13/mathematicsbook/
https://evolvingbook.com/2018/03/13/mathematicsbook/
https://evolvingbook.com/2018/03/13/mathematicsbook/


はかなく消えゆく恋心を数式で表すと？

te t sin−

-1.5

-1

-0.5

0

0.5

1

1.5

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5

ｅ-ｔ

sint

ｅ-ｔ×sint

sinｔは、ゆらゆら揺れるあなたの恋心

掛け算： 因子同士が関連
足し算： 因子同士が独立
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cos

sincos

22

2

2

、虚数の世界は無視して

　　　　　　　

将来の状態

　　　　

微分の場合は　

、第２項はゼロ一休さんが押さない時
振幅ｘ

振動 一休さんが
ポンポンと押す力

固有値

itetit =+ sincos
← オイラーの公式

＝ω（固有振動数）

一休さんが人差し指１本で鐘を揺らす



https://evolvingbook.com/2023/01/13/chemical_engineering-3/
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https://evolvingbook.com/2020/01/17/pdf/

偏微分方程式

出力－入力＝蓄積
出力－入力－損失＝蓄積

https://evolvingbook.com/2020/01/17/pdf/
https://evolvingbook.com/2020/01/17/pdf/
https://evolvingbook.com/2020/01/17/pdf/


質量(mass）
熱量（heat）
運動量（momentum）

場
𝐶: 濃度(concentration）
𝑇: 温度（temperature）
𝑣: 速度（velocity）

スカラー量

ベクトル量

↑
移動した結果、場に生じるもの

Ԧ𝑣 = 𝑣𝑥 , 𝑣𝑦 , 𝑣𝑧 = Ԧ𝑖𝑣𝑥 + Ԧ𝑗𝑣𝑦 + 𝑘𝑣𝑧

流束＝（ドヤドヤの流束）＋（ジワジワの流束）

濃度𝑪がz方向の流れ（ 𝒗𝒛）に乗って輸送されることで生まれる
掛算

𝐶𝑣𝑧 𝑘𝑔/𝑚3 𝑚/𝑠 = 𝑘𝑔/𝑚2𝑠 ←質量流速の単位と同じ

𝑇𝑣𝑧

𝑇𝑣𝑧𝐶𝑝

𝑇𝑣𝑧𝐶𝑝𝜌

𝜌𝐶𝑝𝑇 𝑣𝑧

℃ 𝑚/𝑠 を 𝐽/𝑚2𝑠 とするためには、比熱𝐶𝑝 𝐽/𝑘𝑔℃ をかけて

𝐽𝑚 /(𝑘𝑔𝑠) 、さらに密度𝜌 𝑘𝑔/𝑚3 をかけて
𝐽/𝑚2𝑠 ←熱流速の単位と同じ

←𝝆𝑪𝒑𝑻が流れ𝑣𝑧に乗って輸送される

𝑣𝑥𝑣𝑧 𝑚/𝑠 𝑚/𝑠 = 𝑚2/𝑠2 に密度𝜌 𝑘𝑔/𝑚3 をかけて
𝑣𝑥𝑣𝑧𝜌 𝑘𝑔𝑚/𝑠 /𝑚2𝑠 ←運動量流速の単位と同じ
𝜌𝑣𝑥 𝑣𝑧 ←𝝆𝒗𝒙が流れ𝑣𝑧に乗って輸送される

偏微分方程式



偏微分方程式



偏微分方程式



「仕事の結果」＝「確率の最大化」

例 売上高＝（アプローチできた顧客数の総数）✕購入率
獲得率
１／解約率

生産数＝（投入原料、部材）✕歩留まり
採用数＝応募数✕採用率
削減費用＝購入費✕削減率

「仕事の結果」＝「行動の量」✕「行動の質」
何人にアプローチしたか？ どんな風に営業したか？

売上高＝（アプローチできた顧客数の総数）✕購入率
DM→電話→アポ→商談→商談化→受注

行動量
増加

行動の質
増加

コントロール可能な行動に分解
↓

数値化、見える化

DM 電話 アポ 商談 商談化 受注

100 95 23 17 6 2

仕事のできる人

コントロールできない

https://evolvingbook.com/2024/05/30/action-3/

https://evolvingbook.com/2024/05/30/action-3/
https://evolvingbook.com/2024/05/30/action-3/
https://evolvingbook.com/2024/05/30/action-3/
https://evolvingbook.com/2024/05/30/action-3/
https://evolvingbook.com/2024/05/30/action-3/


得点数 =
安打数 + 四球数 × 塁打数

打数 + 四球数

出塁率 =
出塁数

出塁機会
=

出塁数

打数 + 四球 − 敬遠 + 犠飛 + 死球

出塁機会 = 打数 + 四球 − 敬遠 + 犠飛 + 死球

wOBA (2012年MLB)

=
{0.691×(四球 − 敬遠) + 0.722×死球 + 0.884×単打 + 1.257×二塁打 + 1.593×三塁打 + 2.058×本塁打}

打数 + 四球 – 敬遠 + 犠飛 + 死球

wOBA (NPB)

=
{0.69×（四球－敬遠）＋0.73×死球＋0.92×失策出塁＋0.87×単打＋1.29×二塁打＋1.74×三塁打＋2.07×本塁打}

打数 + 四球 – 敬遠 + 犠飛 + 死球

wOBA(Weighted On-Base Average)重み付き出塁率

マネー・ボールの指標

https://evolvingbook.com/2023/08/08/solution-3/

https://evolvingbook.com/2023/08/08/solution-3/
https://evolvingbook.com/2023/08/08/solution-3/
https://evolvingbook.com/2023/08/08/solution-3/
https://evolvingbook.com/2023/08/08/solution-3/
https://evolvingbook.com/2023/08/08/solution-3/


会計指標

売上高総利益率 =
売上総利益

売上高

=
売上高 − 売上原価

売上高

= 1 −
売上原価

売上高

= 1 − 原価率

営業利益率 =
営業利益

売上高
=

売上高 − 売上原価  − 販管費

売上高

= 1 −
売上原価  + 販管費

売上高

営業利益 = 粗利 − 販管費

= 売上高 − 売上原価  − 販管費

経常利益率 =
経常利益

売上高
経常利益  = 営業利益 − 営業外費用 + 営業外利益

純利益率 =
純利益

売上高
純利益  = 経常利益 − 特別損失 + 特別利益

総資産回転率 =
売上高

総資産
純利益  = 経常利益 − 特別損失 + 特別利益

自己資本利益率 𝑅𝑂𝐸 =
純利益

株主資本

自己資本利益率 𝑅𝑂𝐸 =
純利益

売上高
×

売上高

総資産
×

総資産

株主資本

= 売上高純利益率 × 総資産回転率 × 財務レバレッジ

ブレイクダウン

費用の削減や価格の引き上げ、またはその両方が必要
厚利少売型か薄利多売型か？ 負債をどれだけ活用しているか

デュポンシステム
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